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　子育て環境の整備、高齢者福祉、障害者福祉等の充実、だれもが住みや
すいまちづくり、環境の保護、伝統文化の継承・・・このようなニーズが
高まるなか、様々な分野においてボランティア活動をはじめとした民間の
非営利団体による社会貢献活動の重要性が認識されています。
　今回は特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）の活動と、町における支援
施策を紹介します。

 ●
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
っ
て
な
に
？

“地域社会をよくするために”

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
は
「N

onProfit 
O

rganization

」
ま
た
は
「 N

ot
for 

Profit O
rganization

」
の
略
称
で
、

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
い
、
団

体
の
構
成
員
に
対
し
利
益
を
分
配
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
団
体
の
総

称
で
す
。
収
益
を
目
的
と
す
る
事
業

を
行
う
こ
と
自
体
は
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
事
業
で
得
た
収
益
は
、
様
々
な

社
会
貢
献
活
動
に
充
て
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
う
ち
特
定
非
営
利
活

動
促
進
法
に
基
づ
き
法
人
格
を
取
得

し
た
法
人
を
、「
特
定
非
営
利
活
動

法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）」
と
い
い
ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
は
法
人
格
の
有
無
を

問
わ
ず
、
福
祉
、
教
育
・
文
化
、
ま

ち
づ
く
り
、
環
境
、
国
際
協
力
な
ど

様
々
な
分
野
で
、
社
会
の
多
様
化
し

た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
行
政
の

み
で
な
く
、
地
域
全
体
で
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
う
え
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
社
会
貢
献
活
動
は
大
変
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写真：ＮＰＯ法人「おんじゅくＤＥ元気」　体と心の元気プログラム　トレイルウォーキング
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 ● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
設
立
を
支
援

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
め
ざ
す
方
へ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　

県
で
は
、
法
人
格
の
取
得
を
め
ざ
す

団
体
へ
の
支
援
と
し
て
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
め
ざ
す
県
民
の
た
め
の
説
明
会
」
、

「
出
前
説
明
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
そ
も
そ
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
っ
て
？
」

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
法
人
の
設
立
、

設
立
後
の
義
務
・
メ
リ
ッ
ト
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
現
状
等
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

　

昨
年
度
開
催
し
た
出
前
説
明
会
に
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
や
設
立
方
法
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
多
く
の
住
民

の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

★
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
展
開

　

町
で
は
、
行
政
や
各
種
団
体
、
地
域

住
民
と
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
、
公
共
的
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
町
内
の
商
店
で

使
用
で
き
る
ら
く
だ
カ
ー
ド
に
活
動
時

間
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
を
附
与
す
る
取

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
住
民
等
が
自
主
的
に
行
う
ま
ち
づ
く

り
活
動
等
に
対
し
て
事
業
費
の
一
部
を

助
成
す
る
「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
今
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

設
立
時
に
お
け
る
支
援
策
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
活
動
推
進
助
成
金
制
度
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
、
様
々
な
分
野
に
お

け
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

各
種
制
度
に
つ
い
て
は
、
役
場
企
画

財
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
各
種
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

御
宿
町
役
場　

企
画
財
政
課

　

☎ 

０
４
７
０
―

６
８
―

２
５
１
２

▲ＮＰＯ・ボランティア　出前説明会

 ●
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元
気
」

　
　
　
　
　
　
　
　

の
活
動

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元

気
」
で
は
、
御
宿
の
里
山
・
里
海
を
は

じ
め
と
し
た
御
宿
の
豊
か
な
地
域
資
源

を
フ
ル
活
用
し
、
地
域
住
民
や
御
宿
へ

観
光
に
来
た
人
の
健
康
で
活
力
の
あ
る

生
活
と
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
＝
体
と
心
の
元
気
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
を
企
画
・
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
「
ト
レ
イ
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
や
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ス

イ
ム
」、
町
の
シ
ン
ボ
ル
の
１
つ
で
あ

る
ら
く
だ
マ
ス
コ
ッ
ト
づ
く
り
教
室
等

に
加
え
、
農
を
つ
な
げ
る
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
一
員
と
し
て
も

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は

国
の
「
農
」
あ
る
く
ら
し
づ
く
り
交
付

金
を
活
用
し
、
今
年
３
月
に
農
業
体
験

農
園
「
お
ん
じ
ゅ
く
元
気
フ
ァ
ー
ム
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　
「
お
ん
じ
ゅ
く
元
気
フ
ァ
ー
ム
」
は

〝
誰
で
も
手
ぶ
ら
で
気
軽
に
〟
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
農
業
を
通
じ
、
様
々
な
人

が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
作
ら
れ
ま
し

た
。

　
「
農
」
あ
る
暮
ら
し
に
興
味
が
あ
る

方
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ

元
気
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
「
お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元
気
」
事
務
局

　

御
宿
町
浜
２
１
４
３
―

２

　

ク
ア
ラ
イ
フ
御
宿 

１
階

　

☎ 

０
４
７
０
―

６
８
―

６
３
２
０

   

HP http://onjuku-de-genki.org/

▲ＮＰＯ法人「おんじゅくde元気」
　おんじゅく元気ファーム　オープンイベント
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平成26年度　町の体制

　� 新しく入庁した職員を紹介します �　
教育課　学校教育班　班長　吉野　康彦 ▼

　これまでは県総合教育センターまで片道２時間の通勤でしたが、
今は５分で職場に着きます。
　通勤が楽になった分、仕事を頑張ります。

▼

 税務住民課　税務班　　楢崎　圭晃
　住民の皆さんのお役にたてるように精一杯頑張っていきた
いと思っています。
　よろしくお願いします。

課名
電話番号 管 理 職 員 氏 名 主 な 業 務

総務課
68-2511

課 　 長
行 政 班 長
防 災 総 合 対 策 班 長

木 原 政 吉
市 原　 茂
渡 邉 和 弥

行政班（人事 ･ 給与 ･ 選挙 ･ 監査 ･ 情報公開 ･ 秘書　他）
防災総合対策班（消防防災 ･ 交通防犯 ･ 庁舎管理 ･ 公用車管理他）

企画財政課
68-2512

課 　 長
主 幹

大 竹 伸 弘
吉 野 信 次 企画係（施策総合調整 ･定住化促進・広報統計･情報管理・地域公共交通 他）

財政係（予算・決算･地方交付税　他）
財産管理係（町有財産管理・契約管理　他）

税務住民課
・税務班

68-6692
・住民班

68-6695

課 　 長

主 幹 兼 税 務 班 長

住 民 班 長

埋 田 禎 久

齋 藤　 浩

金 井 亜 紀 子

税務班（住民税･固定資産税・軽自動車税・国保税・収税　他）

住民班（戸籍･ 住民基本台帳･印鑑登録 ･国民年金　他）

産業観光課
68-2513

課 　 長
農 林 水 産 班 長
商 工 観 光 班 長

田 邉 義 博
永 石 知 功
米 本 貴 志

農林水産班（農業委員会 ･ 農業振興 ･ 土地改良 ･ 水産振興 ･ 漁港　他）
商工観光班（観光振興 ･国際交流 ･ 商工振興 ･ 観光施設　他）

建設環境課
・建設水道班

68-6693
68-6694

・環境整備班
68-6694

・じん芥対策班
（清掃センター）

68-4613

課 　 長

主幹 兼 建設水道班長

環 境 整 備 班 長

じ ん 芥 対 策 班 長

佐 藤 昭 夫

殿 岡　 豊

松 下 泰 之

粕 谷 信 之

建設水道班
（都市計画･道路管理･河川管理･町営住宅・水道・浄水場　他）

環境整備班（合併浄化槽･不法投棄･畜犬登録　他）

じん芥対策班（廃棄物収集・清掃センター業務　他）

保健福祉課
・福祉介護班

68-6716

・保健事業班
68-6717

課 　 長
主 幹

福 祉 介 護 班 長

保 健 事 業 班 長

多 賀 孝 雄
伊 藤 広 幸

佐 川 佳 子

上 野 千 晶

福祉介護班（保育所･児童館･児童福祉･高齢者福祉･障がい者福祉･
　　　　　　介護保険 ･地域包括支援センター　他）
保健事業班（国保･後期高齢者医療･ 健診･予防接種　他）

会計室
68-6691 室 　 長 岩 瀬 晴 美 出納係

教育課
・学校教育班

68-2514
・社会教育班

68-2947

課 　 長

学 校 教 育 班 長

社 会 教 育 班 長

岩 瀬 由 紀 夫

吉 野 康 彦

永 島　 哲

学校教育班（学校教育全般･教育委員会事務局 他）

社会教育班
（社会教育全般・公民館･歴史民俗資料館･海洋センター　他）

議会事務局
68-2515

局 　 長 渡 辺 晴 久 議会事務
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消防団新役員をお知らせします
　今年度、町消防団役員の改選が行われ、４月から新たな体制で
スタートしました。
　小川団長を中心に団員が一致団結し、「住民の生命、身体、財
産」を守るため、安全で安心に暮らせるまちづくりを推進してい
きます。

 職　  名 氏　　名
団　    長 小 川 　 　 征
副  団  長 竹 永 　 　 賢
副  団  長 井 上 　 和 美
本  部  長 井 上 　 峰 男
警戒部長 石 井 　 博 之
訓練部長 斎 藤 　 博 久
救護部長 髙 梨 　 康 弘
指導部長 君 塚 桂 一 郎
指導部長 神 定 　 浩 壽
指導部長 藤 江 　 正 巳
指導部長 小 川 　 雅 豊
指導部長 神 定 　 一 夫

【消防団本部】
 分 団 名 氏　名 　　分団詰所電話

 第１分団 立野　暁広 ６８－５３０６（高山田）
６８－３８５９（久　保）

 第２分団 佐藤　賢二 ６８－２３７２（新　町）
６８－５９７４（六軒町）

 第４分団 小松　健一 ６８－４４７１（須　賀）
 第７分団 小松　俊信 ６８－４８１７（岩和田）
 第８分団 吉野　利幸 ６８－３７６６（上布施）

【各分団長】

中小企業のホームページの作成・変更費用を助成します！
　町内の中小企業が新たにホームページを作成する場合、または既に開設しているホームページを変更す
る場合に、作成費用の２分の１（限度額５万円）を助成します。

【申  請  要  件】 ・中小企業基本法第２条に規定する中小企業であること。
 ・御宿町内に事業所を有すること。
 ・町税等の未納がないこと。
 ・ホームページの作成・変更前であること。
 ・申請年度内に事業が完了し、実績報告書を提出すること。
 ・過去に本助成を受けたことがないこと。

【補助対象経費】 ・新規にホームページを作成するための制作経費
  ・既に開設しているホームページを変更する場合の変更費用
    新規作成の場合は、プロバイダ契約料、サーバー契約料、新規回線加入費、
   ドメイン取得料を含みます。

【補　  助 　額】経費の総額の２分の１( 限度額５万円・１円未満の端数は切り捨て )
【申  請  方  法】ホームページを作成・変更をする前に以下の書類を産業観光課商工観光班へ提出してください。
 ・御宿町中小企業ホームページ作成費補助金交付申請書
 ・御宿町中小企業ホームページ作成事業計画書   ・企業概要（資本金・従業員数のわかるもの）
 ・ホームページの作成に係る見積書の写し　　   ・現在の HP の写し（リニューアルの場合）
　　※申請書は町ホームページからダウンロードできます。また、役場産業観光課窓口でも受け取れます。

【補助金の交付】ホームページ完成後、報告書、必要書類および補助金交付請求書により交付します。
【申請・問い合わせ】産業観光課商工観光班　☎０４７０－６８－２５１３
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　　御宿中学校
　御宿中学校の入学式が４月８日（火）に行われ、今年は
４７名の生徒が新しく御宿中学校生徒となりました。
校長先生から新入生に贈られた言葉は“Challenge”と

“Never give up.”。その言葉を忘れずに、勉強に、部活動に、
御宿中学校での生活を謳歌してください。

　　

　　御宿保育所・岩和田保育所
　町内保育所の入所式が４月２日（水）に行われま
した。
　御宿保育所入所式では、新しく入所する子ども
たちは年中さん・年長さんの元気いっぱいの歌声
の歓迎を受け、たくさんのお友達と一緒に初めて
づくしの保育所生活のスタートを切りました。

　　

児童の安全のために
ランドセルカバー・セーフティーハンド寄贈
　登下校時の児童の交通安全のため、いすみ交通安全協会
からランドセルカバーが、財団法人千葉県トラック協会長夷
支部から交通手形セーフティーハンドが町へ贈呈されました。
　セーフティーハンドは手を挙げて道路を渡る習慣を身につ
けるための携帯用横断用具で、小学校の新入生に配られました。
　事故はちょっとした気の緩み、不注意から起こります。自分
の、または地域の安全のため、正しい交通ルールを守りましょう。
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　　御宿小学校
　御宿小学校には２２名の児童が入学し
ました。
　担任となる先生から名前を呼ばれたと
きには１人１人がはっきりと応え、しっか
り背筋を伸ばして立つ姿からは、今まで
より１つ大人に近づいた「小学校１年生」
としての意気込みが感じられました。

　　

　　布施小学校
　在校生のお兄さん、お姉さん、地域の皆さ
んの温かな拍手に迎えられ、布施小学校には
７名の児童が入学しました。
　７名の児童は、はつらつとした布施小学校
校歌のような「布施っ子」としての新生活をスタ
ートします。

　　

親から子へ　子から孫へ
　　　　世代を越えて歌い継がれるように
　　　　　　　　　　　　～第１９期　御宿児童合唱団おさらい会～

　御宿児童合唱団は「親から子へ、子から孫へ、３世代歌い継がれるような歌を」をテーマに、
真木先生の指導のもと、日々練習に励んでいます。３月３０日（日）に行われた「おさらい会」
では地域の皆さんに練習の成果を披露しました。
　物語、衣装等全て手作りの音楽劇では、歌に踊りにお芝居に、一生懸命取り組む子どもたち
へ会場から大きな拍手がおくられました。
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健康は健口から！　新規歯科保健事業について

　　　　　　　　　　　　フッ化物とは？
以前は「フッ素」で名前が統一されていましたが、現在「フッ素」は元素名、水や食
品中の無機のフッ素は「フッ化物」とされています。
フッ素は、自然界に広く分布している元素です。微量ではありますが、水や食品にも
含まれており、私たちの身体の中にも存在しています。
フッ化物の利用により、歯質のむし歯抵抗性を高め、むし歯を予防していきます。
ただし、歯の衛生状態などにより絶対にむし歯にならないということではありません。
また、フッ化物塗布の効果は一生涯続くわけではありませんので、その後も歯科医師の
指導のもとで定期的に行いましょう。

心と体の健康を保つには、毎日の食事をおいしく食べることが大切ですが、そのために重要な働
きをしているのが〝歯″です。
町では、住民の皆さんの歯の健康を守るために、次の事業を実施します。

　　　　　2 歳児歯科健康診査及びフッ化物歯
し め ん

面塗
と ふ

布事業
乳歯は、短い期間ですが子どもの成長に大きく関わっています。乳歯がむし歯になってしまうと、

しっかり噛めなくなってしまい、さらにはうまく発音ができなくなってしまうことがあります。また、
永久歯の歯並びや歯質にも影響を与えます。
むし歯にならないために、正しい歯みがきや食生活、定期歯科健診、フッ化物歯面塗布で予防し

ていくことが大切になっていきます。
町では幼児の心身の健全な成長に寄与することを目的とし、2歳児に対して歯科健康診査びフッ
化物歯面塗布を実施します。

○対 象 者：受診日において御宿町に住所を有し、満２歳の幼児
　（平成２６年度中に３歳に到達する幼児については、満３歳到達以降も平成２７年３月３１日　
　までの間助成を受けることが出来ます。）
○助 成 額：３, ０００円　　　※町が直接歯科医院へお支払します。
　（料金が助成額を超えた場合や、むし歯等が見つかり治療が必要となる
　場合は別途料金がかかります。）
○実施場所：町内の歯科医院　　※事前に予約が必要となります。
○利用回数：対象期間中　１回

※対象者には１歳６か月児健康診査の際に受診券と記録票を交付します。
（1 歳 6 か月児健康診査を終了した対象者については５月中に個別通知します。）



9

Onjuku 2014.4

○対 象 者：受診日において御宿町に住所を有し、検診を受ける前年度に４０歳、５０
歳、６０歳及び７０歳に達した方。ただし、歯周疾患の治療中又は歯が１本
もない方を除きます。

○実 施 期 間：6月 1日～ 11月 30日（6か月間）
○利 用 回 数：実施期間中　年 1回
○自己負担額：４０歳・５０歳・６０歳　　　　　５００円
　　　　　　　７０歳・対象者で生活保護の方　　　　無料
（基本は、検診当日に治療は行いませんが、治療などが必要となった場合は別途料金
がかかります。）

○実 施 場 所：夷隅郡市内　協力歯科医院　　※事前に予約が必要となります。

※対象の方は 5 月下旬に個別通知します。

自分の健康を保つために、健康診断などで体のチェックを行っている方は多いと思います
が、歯や口のチェックはどうでしょうか？痛みなどの症状が出てから、歯科医院へ行くこと
が多いのではないでしょうか。
歯や口の健康状態は、全身の健康状態にも影響されると言われています。特に、歯周病は

口の中だけにとどまらず、動脈硬化や誤
ご え ん

嚥性肺炎、糖尿病などの命に関わる病気の引き金に
もなることもあります。８０歳になっても２０本以上の歯を残す（８０２０運動）ためにも、
日頃の歯みがきや、定期歯科健診で口の中の健康を維持していきましょう。
町では、口腔疾患の予防や早期発見・早期治療を推進するために、歯周疾患検診を実施し

ます。

　歯周疾患検診　　　　　　

　　　　　　８０２０運動とは？
　８０２０運動は、厚生労働省と日本歯科医師会が推進している
「８０歳になっても２０本以上自分の歯を保とう」という運動です。
２０本以上の歯があれば、食生活にほぼ満足することができると
言われています。
　楽しく充実した食生活を送り続けるためにも、ぜひ「８０２０」
を目指してください。
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タウンカレンダー　5月
●月の沙漠記念館企画展
　海にきらめく「それぞれの手から」展（～7月21日）1　木

2　金
3　土
4　日
5　月
6　火
7　水
8　木
9　金
10　土
11　日
12　月
13　火
14　水
15　木
16　金
17　土
18　日
19　月
20　火
21　水
22　木
23　金
24　土
25　日
26　月
27　火
28　水
29　木
30　金
31　土

●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

●特定健診　13:00～14:30　保健

●特定健診　13:00～14:30　保健

●特定健診　13:00～14:30　保健
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

●特定健診　13:00～14:30　保健

●特定健診　13:00～14:30　保健

●特定健診　13:00～14:30　保健

●狂犬病予防注射
●家庭教育相談　9:00～11:00、13:00～15:00　公民
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

●町民清掃
●サンデーオープン　9:00～12:00

●乳児相談　13:30～15:00　保健

●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

●1歳6カ月児健康診査　13:15～13:30　保健
●3歳児健康診査　13:30～13:45　保健

●子育て相談　10:00～11:30　御児
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

保健：保健センター　公民：公民館
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館
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　第６４回千葉県消防大会が千葉市内で開催されました。
　永年の消防防災業務の功績に対し、千葉県消防協会長から竹永賢副団長に特別功労章が、日本
消防協会長から髙梨康弘救護部長に功績章が、神定浩壽指導部長に精績章が贈られました。

日本消防協会会長精績章
指導部長

神　定　浩　壽

日本消防協会会長功績章
救護部長

髙　梨　康　弘

日本消防協会会長功績章千葉県消防協会会長特別功労章
副団長

竹　永　　　賢　

千葉県消防協会会長特別功労章 日本消防協会会長精績章
指導部長

町消防団員３名が特別功労などを受章

平成25年度優良ふるさと食品中央コンクール

「船上沖漬け」農林水産大臣賞受賞
　優良ふるさと食品中央コンクールは全国各地の地域色豊
かな「ふるさと食品」の製造・加工において、新技術等に
より品質の向上を行ったものや、地域で生産された農林水
物の加工利用面で特に優れた成果をあげた食品を表彰す
るものです。
　平成２５年度のコンクールで、畜産物・水産物の原料調
達等により地域の発展・活性化に功績のあったものを表彰
する「国産畜水産品利用部門」において、御宿岩和田漁
業協同組合が出品した「船上沖漬け」が農林水産大臣賞
を受賞しました。

　御宿近海で獲れるイカを加工した「船上沖漬け」
は、獲ったばかりのイカを船上ですぐに特製のタレ
に漬け込んだもので、漁師さんと協力して作った
逸品です。
　購入・商品についてのお問い合わせは、御宿岩
和田漁業協同組合へお電話ください。　

【問い合わせ】御宿岩和田漁業協同組合
☎０４７０－６８－２０１１
HP http://www16.ocn.ne.jp/~jfonjuku/index.html

★通信販売も行っています！


